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v. 抄録本文 
近年欠損補綴の選択肢としてインプラント治療の予知性が高いことは周知
となってい る。その影響か予知性が低いと診断されると、従来であれば保
存治療が行われていた歯で も抜歯しインプラント治療を行うことが第一選
択とされる傾向にあるように感じる。 また、『永続性』という言葉が足か
せとなり、治療を行った歯は必ず長期予後が得られ ないと悪だと思われる
風潮があるように思えるが、果たしてそうだろうか。
 今回、患者は43歳女性、右下7FMCの舌側マージン部のカリエスによる実
質欠損を主訴 に来院された。右下7には歯肉縁下カリエス、右下6にはデン
タルX線所見にて根管内にパー フォレーションを疑わせる像を認めた。処
置を始める前に、歯牙保存する場合の治療のオ プションと、最悪な状況で
は抜歯になる可能性、その後の欠損補綴の治療方針まで患者に 十分な説明
を行い、歯牙を保存する方向で同意を得て、治療に移行した。 マイクロス
コープによる拡大診療下にて、パーフォレーションリペアにはMTAセメン
トを使用し、歯肉縁下カリエスに対してはクラウンレングスニングを行い、
予知性が低いと 診断した歯を保存し、最終補綴を完成することができた。 
諸先生方には一本の歯を保存するためのご意見、アドバイスを頂ければ幸
いです。 


